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報 告 者 氏 名  お だ ぎ り  た か し    

 

１  委 員 会 名  

  つ く ば エ ク ス プ レ ス 沿 線 整 備 と 新 川 耕 地 ・ 周 辺 特 別 委 員 会  

 

２  期   日  

令 和 ８ 年 ７ 月 ２ １ 日 （ 火 ） ～ 同 ２ ３ 日 （ 木 ） ２ 泊 ３ 日 

 

３  視 察 地 及 び 調 査 事 項  

（ １ ） 秋 田 県 大 仙 市 （ １ 日 目 ）  

医 療 ・ 福 祉 ・ 交 通 等 の 都 市 機 能 集 積 に よ る 人 口 減 少 社 会 に

適 応 し た 住 み よ い ま ち づ く り に つ い て  

（ ２ ） 秋 田 県 能 代 市 （ ２ 日 目 ）  

道 の 駅 を 核 と し た 地 域 活 性 化 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て  

（ ３ ） 秋 田 県 秋 田 市 （ ３ 日 目 ）  

「 文 化 芸 術 ゾ ー ン 」 に エ リ ア マ ネ ジ メ ン ト し た ま ち づ く り

に つ い て  

 

４  所 感 等  

■ 秋 田 県 大 仙 市 の 「 医 療 ・ 福 祉 ・ 交 通 の 都 市 機 能 集 積 」 と 「 人 口

減 少 社 会 へ の 対 応 」 に つ い て  

合 併 し た 町 村 を 抱 え つ つ 、 市 街 化 の 空 洞 化 、 人 口 減 少 へ の 対 応

と し て 都 市 機 能 の 集 積 を 市 内 一 番 の 駅 周 辺 に す る こ と は 大 い に 理

解 で き る 。 ま た 全 国 的 に は 、 総 合 病 院 を 縮 小 し 、 診 療 所 だ け を 残

し 、 残 り は 商 業 ・ 物 販 等 の 店 舗 に 切 り 替 え 、 大 き な 赤 字 と 交 流 人

口 の 減 少 に 拍 車 を か け る 再 開 発 が 多 く み ら れ る 中 、 さ ら に は 民 間

医 療 法 人 が 経 営 的 に 厳 し さ を 増 す 中 、 旧 来 の 総 合 病 院 を 維 持 し 、

地 域 の 中 心 的 役 割 を 担 い 続 け た こ と や 行 政 の 努 力 が 今 地 域 の 将 来

的 価 値 向 上 に 絶 対 的 不 可 欠 な も の と 捉 え た 。  

費 用 負 担 等 は 大 き な 負 担 が 市 に 強 い ら れ た こ と は 間 違 い な い が 、



ハ イ リ ス ク ハ イ リ タ ー ン 路 線 で は な く 、 日 常 不 断 に 軸 足 を 置 い た

堅 実 な 内 容 で あ っ た と 思 わ れ る 。 現 下 で 総 合 病 院 の 移 転 建 て 替 え

は 更 な る 事 業 費 の 高 騰 し て お り 、 医 療 法 人 が 断 念 し 、 市 街 地 の 活

性 化 ど こ ろ か 医 療 提 供 不 足 、 更 な る 人 口 流 出 等 も 想 定 さ れ る と 思

わ れ た 。  

い っ ぽ う 地 域 の 衰 退 に 直 面 す る 地 域 へ の 対 応 に つ い て は 様 々 な

努 力 が 構 築 さ れ て い る と 思 わ れ た が 、 医 療 ・ 福 祉 的 な 充 実 ・ 強 化

で の 対 案 も 必 要 と 思 わ れ る 。 ど う し て も 「 催 し 」 や 「 行 事 」 の 非

日 常 の 維 持 存 続 よ り 、 圧 倒 的 な 残 り の 日 常 の Ｑ Ｏ Ｌ 向 上 が 何 よ り

も 重 要 だ と 私 は 考 え る 。 Ｑ Ｏ Ｌ は そ こ に 住 む 住 民 の 生 の 声 と リ ア

ル な 生 活 が あ り 、 行 政 の 評 価 を あ げ る 力 が あ る 。 ま た 従 事 す る ケ

ア ワ ー カ ー の 育 成 （ 市 独 自 の 奨 学 金 や 通 学 支 援 の 創 設 含 む ） ・ 確

保 ・ 充 実 は 超 過 疎 化 や 超 高 齢 化 の 地 域 社 会 を 支 え る 強 固 な 人 材 基

盤 と な り 、 ケ ア ワ ー カ ー と そ の 家 族 の 居 住 ・ 市 税 収 入 な ど の 波 及

効 果 も 見 据 え れ ば 、 地 域 の 確 か な 宝 に も な り え る と 考 え る 。  

 

■ 秋 田 県 能 代 市 「 道 の 駅 二 ツ 井 （ ふ た つ い ） 」 を 核 と し た 地 域 活

性 化 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て  

日 本 海 沿 岸 東 北 自 動 車 道 の 延 伸 に 伴 い 旧 施 設 が 移 転 対 象 と な っ

た 「 天 の 時 」 、 Ｉ Ｃ が 隣 接 す る と い う 「 地 の 利 」 、 指 定 管 理 者 お

よ び 地 域 の 「 人 の 和 」 が 結 実 し て い る 施 設 で あ り 運 営 が 行 わ れ て

お り 実 践 例 だ と 感 じ た 。  

人 口 が ５ 万 人 を 割 る 人 口 減 少 地 域 で あ り な が ら 、 来 場 者 数 が 開

設 か ら ６ 年 で ６ ０ ０ 万 人 を 突 破 し て い る の は 、 単 発 の 「 催 し 」 に

依 存 す る の で は な く 、 「 催 し 」 を 日 常 化 し 、 季 節 や 地 域 の 希 少 的

価 値 に フ ォ ー カ ス し た 気 軽 な 「 催 し 」 へ の 進 化 、 カ ヌ ー 体 験 や サ

イ ク リ ン グ 、 釣 り な ど 利 用 者 ニ ー ズ を く す ぐ る 企 画 の 提 供 、 子 育

て 施 設 （ 写 真 ） や ド ッ グ ラ ン な ど の 日 常 利 用 す る 場 の 提 供 な ど 不

断 の 創 意 工 夫 が な さ れ て い る と 感 じ ら れ た 。こ れ ら は 、「 単 発 化 」

「 民 間 活 力 の 更 な る 引 き 出 し 」 「 人 の 和 の 醸 成 」 が 課 題 と な っ て

い る 流 山 お お た か の 森 駅 周 辺 の 「 催 し 」 等 に も 活 か せ る も の と 捉

え る こ と が で き た 。  

 ま た 道 の 駅 運 営 に 導 入 し て い る 「 指 定 管 理 」 に つ い て 、 年 間 約



３ 千 万 円 の 公 費 投 入 、 人 件 費 は 全 て 売 上 金 （ 年 ５ 億 円 程 度 ） で 賄

わ れ る 一 方 、 施 設 維 持 は ほ ぼ 公 費 で 対 応 し 、 指 定 管 理 の 変 更 は お

こ な わ な い （ 指 定 管 理 の 事 業 者 内 で の 人 事 異 動 は ア リ ） と い う 契

約 内 容 は 、 本 市 で 参 考 に で き る ポ イ ン ト が あ る と 考 え る 。 特 に 本

市 の 場 合 、 施 設 の 設 置 目 的 ・ 提 供 さ れ る サ ー ビ ス は 異 な る に も か

か わ ら ず 、 「 安 上 が り な 指 定 管 理 」 を 共 通 し て 求 め て い る こ と か

ら 、 公 費 投 入 は 少 な い も の の 、 サ ー ビ ス の 継 続 性 や 、 後 継 者 づ く

り な ど 指 定 管 理 事 業 体 の 育 英 ・ 振 興 及 び 、 指 定 管 理 期 間 が ５ 年 毎

の た め 、 １ ０ 年 、 ２ ０ 年 先 を 見 据 え た 投 資 や 人 材 育 成 な ど に 課 題

が あ り 、 そ の 処 方 箋 の 一 つ と し て も 活 か せ る も の と 考 え る 。  

 さ ら に 、 道 の 駅 か ら 市 街 地 へ の 「 交 流 人 口 」 に つ い て も 商 店 街

割 引 等 工 夫 が 見 ら れ た 。 す で に 実 践 さ れ て い る か も し れ な い が 、

事 業 者 の 創 意 工 夫 や 売 出 し ポ イ ン ト を 話 し 合 い 引 き 出 し 合 う 「 し

ゃ べ り 場 」 、 自 慢 の 逸 品 を 食 事 提 供 時 の 試 食 や 、 訪 れ て み た く な

る 地 域 の 要 所 紹 介 な ど 「 新 発 見 の 場 」 と し て 行 政 や 指 定 管 理 が 橋

渡 し 的 役 割（ コ ー デ ィ ネ ー ト 含 む ）も あ れ ば 、「 創 意 」や「 創 造 」

に つ な が る の で は な い か と 感 じ た 。  

普 段 は 子 育 て 視 線

施 設 で あ る も の の 、

百 年 に 一 度 の 水 害

や 周 辺 が 浸 水 し て

も 浸 水 し な い 標 高

を 活 か し 、 水 害 時

は 消 防 水 防 団 拠 点 へ と 変 換 で き る 仕 組 み と な っ て い る 。  

 

■ 秋 田 市 の 「 文 化 創 造 プ ロ ジ ェ ク ト 」 に つ い て  

秋 田 駅 近 く に 芸 術 文 化 を 核 と す る ゾ ー ン を つ く り 、 地 域 に 根 づ

く 歴 史 ・ 文 化 を 中 心 に 市 街 地 活 性 化 を 市 民 協 働 で 図 り 、 創 造 す る

取 組 と 言 え 、 大 変 勉 強 に な っ た 。  

特 に 、 第 １ ５ 次 総 合 計 画 ま で 持 つ 秋 田 市 の 歴 史 と 人 の 営 み の 積

み 重 ね は 、 こ の 事 業 の 核 と な り 、 そ の 核 を 把 握 し 、 土 台 の 一 つ に



据 え た 行 政 サ イ ド の 視 点 ・ 計 画 は 先 見 の 明 が あ っ た と 捉 え る こ と

が で き る 。 ま た 、 文 化 創 造 館 （ 旧 県 立 美 術 館 ） の 指 定 管 理 者 が 、

屋 内 外 を 自 由 に （ 公 序 良 俗 に 違 反 し な い も の ） 、 創 造 的 に 利 活 用

で き る 場 と し て 提 供 さ れ る だ け で は な く 、 利 用 者 の 希 望 や 創 造 に

適 し た 施 設 や 利 用 方 法 の 提 案 な ど コ ー デ ィ ネ ー タ ー と し て も 活 動

さ れ て い る 姿 と 、 そ れ ら を サ ポ ー ト し 、 一 体 で 歩 む 市 所 管 課 の 姿

勢 は 本 市 で も 大 い に 参 考 に な る も の と 考 え る 。  

 一 方 、 市 街 地 の ゾ ー ニ ン グ （ 顔 の あ る ま ち づ く り ） で は 本 市 の

場 合 、 ベ ッ ド タ ウ ン と し て の 急 成 長 が あ り 、 学 校 配 置 も 含 め 街 の

顔 づ く り に 向 け た ５ ０ 年 、 １ ０ ０ 年 の 「 計 」 を 残 念 な が ら 持 ち え

な い の が 実 態 で あ る 。  

流 山 駅 ・ 市 役 所 周 辺 で い え ば 、 白 み り ん ミ ュ ー ジ ア ム や 旧 秋 元

家 、 古 民 家 活 用 、 有 形 文 化 財 が あ り 、 本 市 の 今 を 形 ど っ た 地 域 の

一 つ と し て 「 文 化 」 「 歴 史 」 が あ る も の の 、 そ の 核 の 一 つ で あ る

図 書 館・博 物 館 の 将 来 像 は な い（ 施 設 個 別 箇 所 の 改 修 実 施 済 み ）。  

お お た か の 森 駅 周 辺 は 、 東 口 で 野 間 土 手 が 残 り 、 旧 小 山 小 学 校

敷 地 の 桜 を 移 植 し 、 文 化 ・ 教 育 が 香 る 駅 前 を 目 指 し た が 、 共 同 住

宅 が 圧 倒 的 に 占 め 、 北 口 も 文 化 ホ ー ル の 設 置 に 留 ま り 、 共 同 住 宅

が 大 半 を 占 め て し ま っ た 。 南 口 ・ 西 口 も 「 景 観 」 は 広 く 貫 か れ る

も の の 、 商 業 集 積 を 試 み る も 、 市 の タ ネ 地 が な く 、 民 間 ベ ー ス の

み で 整 備 し た こ と か ら 「 顔 」 は 作 り 出 し え て い な い 。  

セ ン ト ラ ル パ ー ク 駅 も 市 長 の 方 針 （ 現 時 点 ） で は 難 し さ は あ る

も の の 、総 合 体 育 館 や 運 動 公 園 を 活 か し た「 リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン 」、

生 涯 学 習 セ ン タ ー を 活 か し た 「 文 化 芸 術 」 、 総 合 病 院 を 活 か し た

「 健 康 」が あ る こ と か ら 、駅 前 市 有 地 へ の 保 健 セ ン タ ー や 保 健 所 、

生 涯 学 習 セ ン タ ー と 博 物 館 、 図 書 館 等 の 複 合 高 層 施 設 の 設 置 ・ 誘

致 に よ る 「 顔 」 づ く り に も な り え る 。 改 め て 、 市 長 執 行 部 や 議 会

の 丁 寧 で 複 眼 的 、 長 期 的 議 論 の 重 要 性 を 痛 感 し て い る 。  


